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北海道大学農学部技術部職員研修実施要項

1、名 称北海道大学農学部技術部職員研修(第4回)

2、目 的技術職員に対して、職務に関する必要な知識等を広く修得させ、資質の向上

を図るものである。

3、実施機関 北海道大学農学部

4、期 間平成7年 10月23日(月)~平成 7 年 1 0月25日(水)

5、場 所北海道大学農学部、附属演習林苫小牧地方演習林

6、研修内容合同及び分科会を併用し、より専門性の高い内容とする。

研修日程は別紙の通りとする。

7、講師等 原則として本学部関係者とする。

8、修了証書 本研修の所定の課程を修了した者には、修了証書を授与する。

9、経 費研修に要する経費は、出席者の所属部局の負担とする。

1 0、その他 本研修に関する庶務は、農学部技術部及び人事掛において処理する。

北海道大学農学部技術部職員研修(第4回)受講者名簿

氏 名 所 属学 科・講座等 分科会(系) 氏 名 所属学科・講座等 分科会(系)

笠井 登 生物資源科学科園芸学講座 植物管理 市川秀雄 博物館 家畜飼養

浦山 勝 生物機能化学科作物栄養学講座 ~ 中城 敏明 附属牧場 タ

阿部 歩 イP 応用菌学講座 作物分析 富岡 輝男 。 イシ

野村祐子 畜産科学科副生物利用学講座 。 金田宜士 イシ ~ 

佐藤昌弘 。 イシ 。 茂木紀昭 農学部附属農場作物第l部 植物管理

今野繁雄 農業工学科作物生産システム工学講座 。 市川伸次 イシ 作物分析

渡部賢二 GC-MS' NMR測定室 イシ 堀 麿孝 農学部附属i農場園芸第l部余市果樹園 。

福士江里 イシ イシ 生田 稔 イシ イ少

舘下秀敏 情報処濫 イシ 加藤秀雄 農学部附属農場畜産製造部 家畜飼養

伊藤利章 電子顕微鏡室 。 原因 進 農学部附属農場畜産第l部 ~ 

岡崎隆夫 附属植物園 家畜飼養 大嶋栄喜 イシ イシ

荒井道夫 イシ 植物管理 新海秀史 農学部附属農場畜産第2部 植物管理

山形 剛三 イシ イ〉 山田 恭裕 農学部附属農場養蚕部 。

川端清見 イシ イシ 角田貴敬 農学部附属農場実習部 。

簾内恵子 イシ 。 橋本 哲也 イシ イシ

津久井孝博 イシ 家畜飼養 中野英樹 農学部附属農場農産製造部 作物分析

稲川 博紀 イシ 植物管理 仁和敏夫 農学部附属農場作業管理部 イシ

谷井祥子 イシ 。 佐藤浩幸 ~ ク



北海道大学農学部技術部職員研修(第4回)日程

第 1 日目|第 2 日目
1 0月23日(月)I 1 0月24日(火)

第 3 日目
1 0月25日(水)
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